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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年１月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２４年３月５日 ００時０５分ごろ 

発生場所 愛知県南知多町大磯南西端  

 南知多町所在の尾張大磯灯標から真方位１６５°３００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４２.６′ 東経１３７°０１.２′） 

事故調査の経過  平成２４年３月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

自動車渡船 北成
ほくせい

１号、１９トン 

 ２７１－３２３３５宮城、特定非営利活動法人宮城ポートルネッサ

ンス協会 

 １５.９０ｍ（Lr）×５.４８ｍ×１.７９ｍ、軽合金 

 ディーゼル機関２基、５８８.４０kＷ（合計）、平成元年６月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６９歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 昭和５２年１２月２０日 

  免許証交付日 平成２２年５月１２日 

         （平成２７年５月３０日まで有効） 

甲板員 男性 ８０歳 

 死傷者等 なし 

 損傷 左舷舵板に曲損、両舷プロペラ及びプロペラ軸に曲損等 

 事故の経過  本船は、船長及び甲板員ほか１人が乗り組み、回航の目的で船首約

０.８ｍ、船尾約１.０ｍの喫水で宮城県仙台塩釜港に向けて遠州灘を

東進中、静岡県御前崎市御前埼の南西方沖約１５海里に達した頃、向

かい風と風浪により航行困難と判断した船長が伊勢湾内で避泊しよう

と考えて西進し、平成２４年３月４日１８時３０分ごろ伊良湖水道を

通過した。 

船長は、香川県土庄町土庄港出港前に本船の速力を８ノット（kn）

と想定し、三重県尾鷲市尾鷲港、同県的矢港、静岡県下田市下田港、

千葉県館山市館山港に入港する予定を立てて４枚の海図を準備してい

たが、ＧＰＳプロッターの海図情報の整備状況や機関の整備状況につ

いては雇用主から不要と言われたので、確認を行っていなかった。 
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船長は、出港後、機関の回転数毎分が約８００以上には上がらず、

速力も約４kn であることを知り、また、瀬戸内海を出てからは、ＧＰ

Ｓプロッターが緯度及び経度の数値のみの表示となっていることを知

った。 

船長は、２３時００分ごろ、甲板員に三河湾に入り東進することを

指示して休息をとることにして自室に戻った。 

操船を引き継いだ甲板員は、針路を約０９０°（真方位）、約４.５

kn の速力として目視により前方を見ながら立って操舵を行い、しばら

く航行したが、作動させたレーダーが不調であったため、船位の確認

ができずに不安を感じて南知多町日間賀島東方沖で漂泊中、風と潮に

圧流され、３月５日００時０５分ごろ大磯南西端の干出岩に乗り揚げ

た。 

本船は、００時３５分ごろ上げ潮により自然離礁したが、その約５

分後、再び漂流してのり網設置区域に進入し、のり網の錨綱２本に接

触して切断したので、航行を続けることを断念した船長は、海上保安

庁の救援を待ち、０６時５０分ごろ巡視船によりえい
．．

航されて愛知県

衣浦港に入港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 雨、風向 東南東、風力 ４、視程 約１０km 以下 

海象：波高 約１～１.５ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項 

 

 本船は、瀬戸内海を航行区域とする小型フェリーであったため、Ｇ

ＰＳプロッターの海図情報は、瀬戸内海のみであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

 本船は、日間賀島東方沖において漂泊中、海図を備えておらず、ま

た、レーダーが不調となって船位の確認ができなかったことから、風

により大磯に向けて圧流され、大磯の干出岩に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、日間賀島東方沖において漂泊中、海図を

備えておらず、また、レーダーが不調となって船位の確認ができなか

ったため、風により大磯に向けて圧流され、大磯の干出岩に乗り揚げ

たことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・回航においては、避泊地の検討を行い、関係海図を準備して発航

すること。 

 




